




Collapse of auto-parts supply networks and how to organize multi-layered network systems 
              Takehide Takahashi 
 
Abstract: Japanese Automobile industries had experienced serious shortage of parts supply 
not only by Higashi-Nihon Earthquake but also unexpected huge Flood in Thailand. Even 
Japanese Automobile related industries had experienced by Chuetu-oki Earthquake in 2007, 
shortage of certain parts, it seems no BCP have elaborated ever since and “Lock-in” syndrome 
has spread within whole parts supply networks. Author tries to point out the vulnerability of the 
system enhanced by “lock-in” suppliers. 







                                                   
*日本自動車部品工業会 副会長・専務理事／早稲田大学客員教授 
1 http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/2011_03_11_tohoku/201103111446_smap.png より作成 

























表１全世界における乗用車の稼働停止状況（3月 14日－6月 3日）  
１．日本での稼働停止日数 37.5日  
２．中国での日系メーカー稼働停止日数 24.7日  
３．NAFTA諸国での日系メーカー 18.8日  
４．アジア・大洋州 日系メーカー 18.7日  
５．欧州での日系メーカー 17.1日  
６．米系メーカー@中国 14.3日  
７．日系メーカー 南米・アフリカ 5.3日  
８．米系メーカー NAFTA 5.0日  
９．非日系 欧州（GM, PSA, JLR, Ford） 4.3日  
出典：Robinet.M presentation to OESA on June 11 
この内容を更に仔細に見ると、3 月 14 日（震災の翌週始め）から 6 月 3 日（第 1 週金曜日）まで















                                                   
2 http://www.ihs.com/industry/automotive/index.aspx 
3 Original Equipment Suppliers Association (http://www.oesa.org/default.aspx) 
4 “Japan Disaster Output Impact”  Michael Robinet 
http://www.oesa.org/Doc-Vault/Industry-Information-Analysis/Japan-Earthquake-Information/IHS-Japan-Di
saster-Output-Impact-Update-June-10.pdf 
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表２                      単位：億円 
 ２００９年度 F２０１０年度 増減 増減（％） 
売上高 169,023 189,801 +20,778  ＋１２．３％ 
営業利益 5,907  11,538  +5,632 ＋９５．３％ 
売上高営業利益率 3.5%  6.1%  +2.6%  
経常利益 6,191  11,563  +5,371 ＋８６．８％ 
売上高経常利益率 3.7%  6.1%  +2.4%  
当期利益 2,091  6,552  +4,461 ２１４．３％ 
売上高当期利益率 1.2%  3.5%  +2.2%  
出典：自動車部品工業会「平成２２年度の自動車部品工業の経営動向」 
これに対し２０１１年度上半期の短信を前年同期で比較すると表３のとなる。 





Year 増減減 増減（％） 
売 上 高 ９５７４３ ８６６２９  －９１１４  －９．５％  
営 業 利 益 ６５６８ ２９９２  －３５７５  －５４．４％  
売上高営業利益率 ６．９％ ３．５％  －３．４％  －  
経 常 利 益 ６４２３ ２９９４  －３４２９  －５３．４％  
売上高経常利益率 ６．７％ ３．５％  －３．３％  －  
当 期 利 益 ３７８５ １５３３  －２２５２  －５９．５％  




















































                                                   
5 高橋武秀「自動車部品製造業の経営状況の推移及び今後に予想される課題について」 
 早稲田大学日本自動車部品産業研究所紀要 4, 45-62, 2010-05  
 
 













                                                   
6 http://www.nli-research.co.jp/report/econo_eye/2002/nn021106.html  
1936年 ・A工業株式会社に改組（1936年 1月 25日） 
1940年 ・H製造所建設、稼動開始 
1962年 ・I製造所建設、稼動開始 











2002年 ・A株式会社 I製造㈱設立(分社化）4月 
2003年 ・A株式会社 T製造㈱設立 6月（分社化） 
2005年 
・A株式会社 H製造㈱設立（分社化）3月 
・SYB㈱と SYH工業㈱を統合し、A株式会社 SY製造㈱を設立 
2006年 Aエンジニアリング㈱を A株式会社に吸収合併 
2009年 
・A株式会社 M製造㈱を A株式会社 I製造㈱へ移管。（９月末）                   
（一部製造工程を、A株式会社 I製造㈱M分工場として残す。）  
・A株式会社 IW製造㈱を A株式会社 I製造㈱、F製造㈱へ移管。（１２月末） 
2010年 ・A株式会社 SY製造㈱３拠点を２拠点に再編（３月末） 





























                                                   
7 W.ブライアン・アーサー著 有賀祐二訳「収益逓増と経路依存」多賀出版 ２００３年 pp17-34 
8 株式会社リケン柏崎事業所／経営企画部「２００７年新潟県中越沖地震被災と復旧」株式会社リケン ２００
７年９月２８日刊 



































                                                   
9 葛原和三「機甲戦の理論と歴史」芙蓉書房出版 ２００９年 pp59-61 
10 アルバート＝ラズロ・バラバシ著 青木薫訳「新ネットワーク思考」、ＮＨＫ出版    ２００２年
pp168-172 












































































































































                                                   
12 http://www.jishin.go.jp/main/chousa/12jan_kakuritsu/p02_koshin.pdf 
13 小川進著「イノベーションの発生論理」千倉書房 ２０００年 pppp26-27 




































                                                   
14 藤本隆弘著「能力構築競争 日本の自動車産業は何故強いのか」中央公論新社  
２００３年 pp31-33 
15 小川進 同上書 pp26-37 
